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ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ に お け る 羊 毛 の シ リ コ ーン 加 工 に よ る 機 能 性 の 改 良 効 果

共 立 女 短 大　　　 ○ 山 口 庸 子　　 永 山 升 三

目 的　 ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ の 繰 り 返 し に よ っ て 生 じ る 風 合 い の 劣 化 を 改 良 法 す る 方 法 と

し て、 シ リ コ ―ン オ イ ル に よ る 仕 上 げ 加 工 を 取 り 上 げ． 力 学 特 性、 官 能 特 性 の 測 定 に よ り

風 合 い 改 良 剤 と し て 有 効 で あ る こ と を 報 告 し た1 ） 本 報 で は、 実 際 に ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ

工 場 で 使 用 し て い る 仕 上 げ 加 工 剤 と 比 較 し て． 羊 毛 本 来 持 つ は っ 水 性 の 回 復、 型 く ず れ の

防 止 能 力 の 回 復 な ど、 機 能 面 か ら の シ リ コ ー ン オ イ ル の 改 質 特 性 を 明 ら か に し た．

方 法　 毛 織 物 を 対 象 に、 実 際 に 使 用 さ れ て い る 加 工 剤 と し て、 柔 軟 剤( 陽 イ オ ン 系 ）,

サ イ ジ ン グ 剤 （ ア ク リ ル 樹 脂 系 ）. 防 水 加 工 剤 （ フ ツ 素 系 ） を 標 準 使 用 量 で． シ リ コ ― ン

に は 風 合 い 改 良 剤 と し て 代 表 的 な 液 状 シ リ コ ー ン の ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン． ア ミ ノ 変 性

シ リ3    ― ン を 対 繊 維 あ た りQ ．ZX付 着 量 で 使 用 し た． 溶 剤 の み の 処 理 布 と 原 布 を 加 え た ７ タ

イ プ の 試 料 布 の 吸 水 速 度 （ 滴 下 法). 吸 水 率 （ ス プ レ ー 試 験 に 準 拠 ）． 衣 服 着 用 時 の 形 態

や 変 形 挙 動 に 関 与 す る 力 学 特 性 値 （K  E   S 法 ）、 防 し わ 率 （ モ ン サ ン ト 法 ） を 測 定 し た．

結 果　 ① シ リ コ ー ン 加 工 処 理 布 は． 柔 軟 加 工、 サ イ ジ ン グ 加 工 処 理*  に 比 較 し て 吸 水 速

度． 吸 水 率 は 低 い 値 を 示 し、　ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ に よ っ て 生 じ る は っ 水 性 の 低 下 を シ リ コ

ー ン の 添 加 に よ り 改 善 す る 事 が わ か っ た．R シ リ コ ー ン 加 工 処 理 布 の 力 学 特 性 の 組 み 合 わ

せ 値2HB ／VI   (形 態 の 不 確 定 さ ）,      2HB ／B   (型 く ず れ や し わ の 生 じ 易 さ ）- 防 し わ 率 は 原 布 に

近 い 値 を 示 し、 ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ 処 理 に よ っ て 生 じ る 型 く ず れ． 防 し わ 性 の 低 下 を 回 復

す る な ど、 風 合 い の 改 良 効 果 に 加 え て 機 能 性 の 改 良 効 果 を 持 つ 事 が わ か っ た．
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D 122 蛍光増白剤の移染挙動
東京学芸大教育　○生野晴美 郡山女大家政　 岩崎芳枝

目的　蛍光増白布からの移染による未増白布の白色化現象について、市販増白布とモデ

ル増白布を試料として、家庭洗濯を想定し た洗浄実験を行い、白色化現象を定量的に把握

するとともに、増白布からの蛍光増白剤の脱着、未増白布への移染過程を分析し、その問
題点を明らかにする。

方法　スチルベン系蛍光増白剤（C  . I ，F B　85、90、225、260 、351 ）によるモデル増

白布あるいは市販蛍光増白布を、未増白布と同浴で水または界面活性剤（ＡＰＥ、LAS

市販中性洗剤）水溶液で洗浄した。洗浄の基本条件は浴比1:50 、洗浄温度401;、洗浄時

間30分、振とう　120回／分とした。増白布、 移染布の白さの変化を蛍光強度、C  I E  系の

測色、ホワイト スケールによる視感判定により調べ、また、蛍光増白剤の脱着・移染量を

残浴比色により定量した。

結果　モデル増白布／水洗浄系で増白度と洗浄条件の影響を調べた結果、洗浄温度が高

いほど移染が大きく、洗浄時間・振とう回数は移染に影響しなかった。増白布の染着量が

最高視感白度布の２～３ ｍ mol/kgをこえると、 移染布の白さはホワ イトスケールで２段階

以上増し、顕著な移染が生じた。 増白布および移染布の白度変化は水洗浄、界面活性剤水

溶液洗浄でほぼ同様の挙動を示し、最高視感白度布からの脱着・移染率はおよそ20％と推

定された。５種の蛍光増白剤の移染挙動に大きな差異はなく、 スチルベン系増白剤の移染
特性を明かにすることができた。市販増白綿布の６～７割にあきらかな移染が認められた

ことから、今後は反応染料タイプの増白剤使用による移染の改善についても検討したい。
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